
















への取り組みなどを、 地域の皆様、 本学の教職員 ・ 学生 ・ 関係者、 本学への入学を希望される
高校生などを対象に分かり易く総合的にとりまとめたものです。  
 




いては、 その旨を明記します。  
 




 本報告書は、 教職員、 生協職員で構成される環境報告書編集小委員会により編集されたもので
す。 また、 環境省の「環境報告書ガイドライン2007年度版」を参考に作成しています。  
 
 
本報告書についてのご意見・ご感想等は、下記までお寄せ下さい。      
【お問い合わせ先】 
      〒920-1192 
      石川県金沢市角間町 金沢大学施設管理部安全環境課 
      TEL:076-264-5145 FAX:076-234-4033 
            e-mail: kankyo@adm.kanazawa-u.ac.jp  
 
      本学の参考資料として「金沢大学概要」、「データで見る金沢大学」があり、 
下記の金沢大学のホームページから見ることもできます。 
            http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/index.html 
 
      又、この環境報告書は、下記の金沢大学のホームページで公表しています。 
            http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/ad-sisetu/kankyo/2010.pdf 
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てきました。2008 年 4 月より「3 学域・16 学類」の教育組織を構築し、「地域と世界に開かれた教育
重視の研究大学」として、学問分野の枠を越えた幅広い知識と能力を有する人材の育成に努めて
います。 
















学舎において奥能登の里山を活用した教育研究を実施しており、2008 年 4 月からは、国連大学高
等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニットとの「里山里海の保全・活用・評価」に関す
















金沢大学は、 総合大学のもつ多様性を個性的に発揮することで、 21世紀の時代を担う有為 
な人材の育成と知の創成に努めることとしている。 地域における知の拠点である本学が、 この 
ような目的をもって教育 ・ 研究 ・ 診療 ・ 社会貢献等の活動を推進するために、 将来の世代 





   １ 金沢大学は、 本学が実施するあらゆる活動において、 環境問題を意識し、 環境保全に貢献 
する人材の育成と研究の推進に努める。  
 
２ 金沢大学は、 本学が実施するあらゆる活動において、 環境に関する法規 ・ 規制 ・ 協定 
等を順守する。  
 
３ 金沢大学は、 本学の活動が環境に及ぼす影響を調査 ・ 分析し、 化学物質の安全管理、 廃 
棄物の処理、 資源 ・ エネルギーの使用量削減や再利用 ・ 再資源化等に積極的に取り組む 
ことにより、 環境負荷の低減に努める。  
 
４ 金沢大学は、 環境に関わる知的効果を含むあらゆる情報を社会に還元 ・ 公開し、環境問題 
に対する啓発と普及に努める。  
 
５ 金沢大学は、 以上の環境方針を実現するための総合的なマネジメントシステムを構築し、  
継続的に目的 ・ 目標を定め、 全ての大学構成員が協力して、 その達成に努める。  
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金沢大学環境基本計画 


































































































































 なお、具体的な実施計画について、各地区で行動計画をたてて実施する。   
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環境マネジメントシステムの取り組み 
■ 環境マネジメントシステム 







て、計画(Plan)、 実施(Do)、 点検(Check)、 見直し(Action)のサイクル、 いわゆるPDCAサイクルによって
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地区責任者 地区責任者 地区責任者 地区責任者 
各部局長 各部局長 各部局長 
環境推進員 環境推進員 環境推進員 環境推進員 
部局等委員会 部局等委員会 部局等委員会 部局等委員会








角間南地区 宝町・鶴間地区 角間北地区 附属病院
各部局長 
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環境に関する研究 











"Environmental education"、 "Environmental science"、 "Recycling engineering"、 "Water 
and wastewater system" 、  "Soil and water environments" 、  "Ecological materials" 、 
"Resources saving technology"、 "Energy saving technology"、 "Natural energy use"、 
"Biodiversity"、 "Global warming"、 "Environmental physiology" 
 
検索に用いたデータベースは和文検索では「国立情報学研究所 CiNii」「科学研究費補助金デー
タベース」、英文検索では「SCOPUS」の３つです。検索対象期間は過去５年間とし、2005 年 1 月か
ら 2009 年 12 月までとしました。キーワード検索は OR の条件で行い、上記のキーワードのどれか
１つでも含まれればヒットします。以下に検索してヒットした件数を示します。上記のキーワードに
関連した論文だけでも過去５年間に 200 を越える論文が出されています。 
 












 環境報告書 2008、2009 では、理工系、人文社会系の環境に関する研究を紹介しました。本報
告書では、医学系の環境に関する研究について紹介することとします。?
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環境に関する教育                                     
 金沢大学では、様々な環境に関する教育を行っています。本年度の報告書では、共通教育で新たに始ま
った 2つの実践型の講義と昼休みを利用したランチョンセミナーの紹介をします。 





































? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
モウソウチクを伐採する学生 シュレッダーで竹をチップにする学生 粉砕した竹チップから肥料を作る 
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環境に関する教育                             
■ 環境の現場に学ぶ～共通教育における環境教育実践  〈共通教育〉 
? 金沢大学では、環境・ESD(Education for Sustainable Development)関連の共通教育科目、専門科目
が人間社会系、理工系、医薬保健系にわたり多数開講されていますが、科目間の相互の関係性など環
境学の体系化とそれに伴うカリキュラムの整備は今後の重要な課題といえます。このような中、環境・
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環境に関する教育                             
■ ランチョンセミナーにおける環境教育    〈大学教育開発・支援センター〉 




目を中心に主に総合教育棟で学習する機会の多い 1 年生および 2 年生に対し、学習上のアドバイ
スや、よりよい学生生活を送るために必要な知恵、あるいは少し専門的なテーマについての入門
的な話しなどで構成されています。2009 年のランチョンセミナーでは、前期に環境に関するテー














































ました。また、web class のテスト機能を利用し、2009 年 6 月 23 日? 30 日の期間で金沢大学環




 「金沢大学環境報告書検定」には 172 名がチャレンジした中で、4 名が満点を獲得しました。環
境報告書に記載された金沢大学の環境に対する取り組みをよく理解し、環境活動への理解を深




 理工学域電子情報学類   廣部 達哉 
 人間社会学域国際学類   川田 拓磨 
 理工学域自然システム学類  大内 康久 







? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
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環境コミュニケーションの状況                              
■ 明後日
あ さ っ て

















6 月 5 日に苗植え式を行い、柴田正良附属図書館長の挨拶のあと，学生や教職員，市民など 100 名
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地域・社会貢献活動                                  
■ 「２００９医学展」 




















































































? ?? ? ??? ? 
? ? ? ?   
平和町・その他  
角 ? 間  宝町・鶴間 


































  - 17 -
環境配慮への取り組み 
■ エネルギー消費 




































原油概算量係数として 0.0258kl/GJ を使用しました。 
エネルギー消費量は電気、ガス、重油、灯油、プロパンガスの発熱量により算出しています。  
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環境配慮への取り組み 
電力会社から購入する以外に、角間キャンパス及び附属病院では、都市ガスを使用した非常用自家
発電を所有しており、それぞれ年間約 5万 kWh、93 万 kWh を発電しています。? ?
また、自然エネルギーの利用も行っており、2009年 11月に角間キャンパス自然科学研究科2 号館棟
屋上に 10ｋｗと 20ｋｗの太陽光発電パネルを増設しました。現在、自然科学研究科棟屋上には 10 kW 3 
基、20 kW 2 基、100 kW 1 基の太陽光発電パネルが、附属高校校舎および体育館の屋上に、それぞれ






















2005 2006 2007 2008 2009
年　度
万ｋWｈ
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環境配慮への取り組み 
■ 水資源の利用状況 
金沢大学における年間水使用量は、およそ 46 万 m3となり、ここ 5 年間は年々減少してきています。
これは、小便器自動水洗器・手洗い場自動水洗の設置等の設備改修や日頃の節水等による効果と考え




■ 大気汚染物質の排出と抑制策   
 金沢大学は、主に冷暖房用としてＡ重油ボイラー12 台（2009 年度より、附属病院地区で病棟の改修
に伴い 3 台稼動停止）、ガスボイラー3 台、ガスタービン･コジェネ設備等 6 台、また非常用ガス発電機 1
台が稼動しています。 
2007 2008 2009 規制値 2007 2008 2009 規制値 2007 2008 2009 規制値
角間南地区 ガス冷温水器　 3台 33 31 28 150  <0.01  <0.01  <0.01 12.65  <0.01  <0.01  <0.01 0.1
角間南地区 ガス発電機      1台 34 26 36 600  <0.01  <0.01  <0.01 3  <0.01  <0.01  <0.01 0.05
角間北地区 Ａ重油ボイラー  3台 74 74 96 180 0.05 0.45 0.98 14.4 0.01 0.01 0.01 0.3
附属病院地区 ガスタービン　　 3台 11 28 24 70
附属病院地区 ガスボイラー     3台 49 56 52 80
附属病院地区 Ａ重油ボイラー  1台 53 51 55 180 0.01 0.03 0.03 0.3
宝町鶴間地区 Ａ重油ボイラー  3台 59 60 59 180 0.18 0.20 0.18 2.34-6.72 0.01  <0.01 0.02 0.3
平和町地区 Ａ重油ボイラー　1台 73 79 73 260 0.09 0.21  <0.01 2.4 0.01  <0.01  <0.01 0.3
その他 Ａ重油ボイラー　4台 54 75 73 250-260 0.17 0.12 0.12 2.65-15.1 0.01 0.04 0.04 0.3
4-5％Ｏ2換算値，斜字のみ16％Ｏ2換算
ばいじん等の大気排出濃度と規制値


































2007 2008 2009 2007 2008 2009 2007 2008 2009
角間北地区 Ａ重油ボイラー3台 615 497 3 2 4 62 92
附属病院地区 Ａ重油ボイラー1台 - 625 590 - - - - 423 287
ばいじん等の大気排出量の計算例（2009年度）
ＮＯｘ排出量(t) SO2排出量(t) ばいじん排出量(kg)










ることにしました。説明会は、5 月に、角間地区、宝町地区にて各 3 回、12 月には両地区にて各 1 回開




















































取  扱  量 1260 kg ---
大気への排出量 22 kg 0 mg-TEQ











注；TEQ（Toxicity Equivalency Quantity：毒性等量）について 
ダイオキシン類は，種類によって毒性の強さがそれぞれ異なっており、ダイオキシン類としての全体の毒性
を評価するため、最も毒性が強い 2,3,7,8- テトラクロロジベンゾパラジオキシンに換算して、どのくらいに相
当するかを TEQ として表わします。 

























































注：電力による二酸化炭素排出係数は地元電力会社の 0.55kg-CO2/kwh を使用 
教職員（人） 学生　（人） 合計　（人）
2006年度 936 2,301 3,237 2,346
2007年度 932 2,154 3,086 2,100
2008年度 970 2,192 3,162 2,283






2006年度 2,086 3,366 5,452
2007年度 2,077 3,151 5,228
2008年度 2,162 3,206 5,368
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2005 2006 2007 2008 2009
年　度
トン




分   野 目標達成率
紙類（8品目） 100 % 215,041 kg 214,972 kg 1品目を除き各品目100％
文具類（82品目） 100 % 576,636 個 576,635 個 1品目を除き各品目100％
オフィス家具・インテリア等
（20品目） 100 % 4,386 個 4,383 個 3品目を除き各品目100％
ＯＡ機器（17品目） 100 % 50,150 個 50,150 個 全品目100％
家電製品（照明，エアコン等
含む18品目） 100 % 6,396 台 6,396 台 全品目100％
役務（13品目） 100 % 4,357 件 4,337 件 1品目を除き各品目100％
他の特定調達物品（31品
目） 100 % 12,944 件 12,944 件 全品目100％
2009年度　グリーン購入実績
目標値 総調達量 特定調達物品量
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環境報告書に記載されるエネルギーデータ（電気、水、灯油など）を毎月  
見える化サーバに集約  
       学内電子掲示板に公開、パソコンで参照  
環境配慮への取り組み                               
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サプライチェーンの活動                               
■ 金沢大学生協 環境負荷軽減活動の取り組みについて 
金沢大学生協では、学内で手軽にできるリサイクル活動の取り組みを進めています。生協食堂の手
作り弁当「リリパック）の弁当容器や、自動販売機飲料の紙カップをデポジット方式で回収する取り組み













宝町 鶴間 09 年 08 年
















弁当個数（ｹ） 11,341 6,032 10,000 1,602 7,057 3,496 4,579 44,107 23,862
回 収 数（ｹ） 3,706 937 1,712 72 1,326 1,139 1,342 10,234 8,836
回 収 率(%) 32.6 15.5 17.1 4.4 18.7 32.5 29.3 23.2 37.0
【弁当容器「リリパック回収率」】 (2009 年 3 月～2010 年 2 月)  
また、大学会館１Fと自然科学本館アカデミックプロムナードラウンジ（2箇所）の計3箇所に、紙カップ






 2009 年 6 月より、金沢市でレジ袋無料配布中止の取り組みが実施されたのに伴い、
金沢大学生協でも、2009年6月 1日より購買でのレジ袋無料配布を中止し、希望者には
有料（1 枚 5 円）で販売することにしました。2009 年 6 月から 2010 年 2 月までのレジ袋
辞退率（客数に対するレジ袋非購入数で算出）は 99.0％となっています。レジ袋購入枚
数は 8,565 枚で、無料化の協定により、この分の売上金額（42,825 円）は環境団体「社団 
法人いしかわ環境パートナーシップ県民会議」へ寄付しました。また、この取り組みを進めるにあたって、
金沢大学オリジナルエコバック 6,000 枚を用意し、店頭などで無料配布しました。 
回収場所 大学会館 自然研 合計 
年度 09 年 08 年 09 年 08 年 09 年 08 年
売上数（ｹ） 13,277 13,358 10,857 12,303 24,134 25,661
回収数（ｹ） 8,659 6,378 5,836 8,056 14,495 14,434
回収率（%） 65.2 47.7 53.7 65.4 60.0 56.2
「リリパック」容器 
紙カップ回収機 【紙カップ回収率】 (2009 年 3 月～2010 年 2 月) 
オリジナル 
エコバック
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サプライチェーンの活動                              
■ 「金沢大学キャンパス環境整備の会」ボランティア活動 
○ ボランティアの立上げ 
 金沢大学角間キャンパスは 1992 年の第Ⅰ期移転に始まり、2005 年の第Ⅱ期移転により、






が生じ、平成 21 年３月に発起人会、続いて、設立世話人会が開催されました。そして、5 月 14
日に退職者からなる 20 名の参加のもと設立総会を開催し、5 月 19 日から第 1 回目の作業を
開始しました。 
○ 平成 21 年度の活動 
主たる活動は、週１回（第 1・3 火曜日、第 2・4 木曜日
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第 1 条 本会は「金沢大学キャンパス環境整備の会」と称する。 
（目的） 




   （1）角間キャンパス（アカデミックゾーン）自然環境の整備・保全 
   （緑化，植樹，除草，芝刈，清掃） 
   （2）角間キャンパス・施設の保全 
      （駐車・駐輪場・道路の清掃，整頓）  
   （3）その他，大学本部との協議に基づく活動 








   （1）代表幹事 １名 （本会を代表し会務を統括する） 
   （2）幹事   若干名（本会の運営を司り、大学本部との連絡調整を行う） 
（3）世話人  約 20 名（本会の運営に協力し，定常的に活動に参加する） 
   （4）会員      （本会の趣旨に賛同し，本会の活動に随時参加する） 
（幹事・世話人の選出及び任期） 




  （1）総会  年１回代表幹事がこれを召集し，出席会員の過半数をもって議決する。 
           ただし、必要があれば臨時総会を開催することができる。 
  （2）世話人会   代表幹事が必要に応じて主催し，活動計画，本会の運営について検討する。
  （３）幹事会   随時開催し，運営全般に関し審議する。 
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サプライチェーンの活動                              
■ 金沢大学学生リユース市 
? 2010 年 3 月 13 日に第４回金沢大学学生リユース市を行いました。当日、約 100 名のお客様がご
来場され、会場は例年に劣らぬ熱気に包まれました。 
 今回、収集した物品は全部で 226 品。その内 185 品を展示し、157 品を売却することができまし
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生物多様性の保全状況                          
■ 里山サークル Racoon 
? 春になると、金沢大学の学食に期間限定メニューとしてタケノコごはんが登場します。そのタケノコ
を角間の里山で掘っているのが里山サークル Racoon（ラクーン）のメンバーです。 















































○ 里山 KIDS ROOM（里山活動を利用した学童保育支援） 
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社会パフォーマンス                                   

















☆ ホルムアルデヒド対策  
 2007 年 12 月の特定化学物質障害予防規則等の改正により、ホルムアルデヒド等 
に係る労働者の健康障害防止対策が強化されました。 
（特定化学物質 3 類 ⇒2 類） 
金沢大学においても 2008 年度から 
  2009 年度にかけて、局所排気装置が 
 新設されました。 
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○ 2010 年度安全衛生活動 
基本方針 ： 教育研究の場にふさわしい、安全で快適な就学・就労環境を整備するための、
大学の自主的な安全衛生活動の推進 
 目  標 ： 関係法令を考慮しつつ、大学の特性を踏まえた安全管理・健康管理のための体
制を充実するとともに、安全衛生教育その他の施策を推進する。 
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金沢大学概要 
 
 金沢大学は、 1862（文久2）年加賀藩種痘所を源流としています。 その後、 様々な学校の歴史と
伝統を引継ぎ、 1949（昭和24）年5月に新制大学として発足しました。 2004（平成16）年4月には、国
立大学の法人化に伴い、 国立大学法人金沢大学として新たな一歩を踏み出しました。 平成20


















 金沢大学の教育研究組織は、 人間社会学域、理工学域、医薬保健学域のほか、大学院研究科、 がん研
究所などで構成されています。 また、 附属病院、附属図書館、学内共同教育研究施設、学内共同利用施






平成21年度の金沢大学学生総数は10,535人、 附属学校生徒 ・ 園児数は計1,707人です。 学生総数の内
訳は、 学部学生が7,993人で、 大学院学生は、 修士（博士前期）課程が1,345人で、 博士（博士後期）課程
が906人、 そのほか専門職学位課程が104人、 その他（専攻科 ・ 別科）187人となっています。     














































保健管理センター    極低温研究室 



































工学部 1 4％ 
薬学部 2％  
長期借入金収入 48  
運営費交付金 1 6,661  
学生納付金収入 6,002  
附属病院収入 1 9,754 
雑収入 21 0  
受託事業等収入 3,551 
目的積立金 660  
施設整備補助金 1 ,661  国立大学財務・経営センター施設費交付金 48 
教育研究費 1 5,81 1  
一般管理費 7,054   
診療経費 1 6,820  
長期借入金償還金 3,602  
受託事業費等経費 3,551  
施設整備費 1 ,757  
1,707  
その他  







医学部 1 1％  
教育学部 6％  
法学部 5％  
経済学部 6％  
学生・生徒  
12,138人 
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総括 
 
目的 3-4 資源使用量の削減と再利用 
水使用量は前年度にくらべ約 6％削減され、2005 年度の 2/3 程度になりました。今後とも節水
に努めていきます。 
 






目的 3-6 温室効果ガスの排出量の削減 



















目的 5-2 すべての構成員の参加 
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環境報告書編集小委員会委員長 青木 賢人 
 
 
〈執筆協力者〉          〈環境報告書編集小委員会〉 
池本 良子              委員長 青木 賢人 
井上 美紗子                 岩田 英樹 
上野 久儀                  村上  裕 
亀田 真紀                  横山 明彦                
坂本 二郎                  平山 明子 
佐川 哲也                  藤原 勝夫 
中村 裕之                  野村 英樹 
西山 宣昭                  山本  修 
平木 咲子                  田端 尚史 
廣井 純子                  松本 芳江 
藤井 茂人                  明翫  充 
古木 康大                  亀田 真紀                  
桝屋 晴香                  中村 裕之                  
道上 義正                  坂本 二郎                  
横山 明彦                  杉本 直俊            
吉崎 佐知子                 道上 義正                  
渡辺 達雄                  吉崎 佐知子 
井上 美紗子 
 




ＢＩ－１ 経営責任者の緒言 学長メッセージ 1
ＢＩ－2 報告にあたっての基本計画 環境報告書作成にあたって






ＭＰ－1 環境マネジメントの状況 環境マネジメントへの取組 4
ＭＰ－2 環境に関する規制の順守状況 法令の順守の状況 26
ＭＰ－3 環境会計情報 未記載 把握していない
ＭＰ－4 環境に配慮した投融資の状況 未記載 該当せず
ＭＰ－5 サプライチェーンマネジメント等の状況 サプライチェーンの活動 27
環境配慮への取組
　（グリーン購入の推進）
ＭＰ－7 環境に配慮した新技術，ＤｆＥ等の研究開発の状況 環境に関する研究 5
環境配慮への取組
　（温室効果ガスの排出と抑制策）
ＭＰ－9 生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の 生物多様性の保全状況 31
ＭＰ－10 環境コミュニケーションの状況 環境コミュニケーションの状況 11
ＭＰ－11 環境に関する社会貢献活動の状況 地域・社会貢献活動 14




ＯＰ－2 総物質投入量及びその低減策 未記載 把握していない
環境配慮への取組
　（水資源の利用状況）
ＯＰ－4 事業エリア内で循環的利用を行っている物質量 未記載 該当せず
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外部評価     
 
金沢大学環境報告書 2010 ： 外部評価 
 
金沢大学名誉教授 
                               森  茂  
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内部評価 
 






















































                          環境報告書編集小委員会 
                          施設管理部 
 
〈発行〉金沢大学 
 
 
